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探究活動を実践できるようにするための活動組織、

活動内容、活動のフィールドを具体的に示す。これ

により、地域社会と教育現場の協力を促進し、持続

可能な学びの環境を構築する。 

(2)学びの可視化と共有化 

探究活動を通じて得られた学びを可視化し、子ど

も達が相互に学びを共有することで、主体的・対話

的な深い学びを促進する。学びの成果を地域全体で

共有することで、地域社会全体での学びの深化を図

る。 

(3)持続可能な学びのネットワーク構築 

地域内での探究活動を継続的に行うためのネット

ワークを構築し、子ども達が生涯にわたって地域社

会とつながり続ける基盤を作る。これにより、地域

社会全体での持続可能な学びの環境を実現する。 

これらの目的を達成するために、家庭科教育を基

盤とした具体的な探究活動を設計し、その効果を検

証する。 

 

3. 家庭科教育的探究活動の意義 

3.1 家庭科教育の特徴と役割 

家庭科教育は、子ども達にとって実生活に直結す

るテーマを扱うため、実践的な学びを提供する教科

である。家庭科教育を通じて、子ども達は家庭生活

の管理、食事の準備、衣類の手入れ、家計の管理、

健康維持、消費行動の選択など、日常生活に必要な

知識と技術を学ぶ。これらのスキルは、子ども達が

将来、独立して生活するために不可欠なものであ

り、家庭科教育を受けることで、実生活での課題解

決力を育むことができる。 

3.2 家庭科教育と地域社会の関係 

家庭科教育のもう一つの重要な側面は、地域社会

とのつながりを深めることである。家庭科の授業で

は、地域の食材を用いた料理の授業や、地域の人と

の関わリ方の学習を通てて、子ども達が地域の文化

や価値観を理解し、尊重する態度を養うことができ

る。たとえば、地元の伝統的な料理を学ぶことで、

地域の歴史や文化に対する理解を深めることができ

る。また、地域の環境問題や消費行動に関する探究

活動を通じて、子ども達が地域の課題に取り組む意

識を高めることができる。 

3.3 中学校と高等学校家庭科の目標 

中学校の家庭科教育では、生活に関する実践的・

体験的な活動を通じて、よりよい生活を創造する力

を育成することが目標とされている。具体的には、

学習指導要領解説（2017 年告示）において、生活の

営みに係る見方・考え方を働かせ、よりよい生活を

実現するための工夫と創造の資質・能力を育むこと

が求められている。 

  高等学校の家庭科教育では、家庭や地域の生活を

主体的に創造し、男女が協力してよりよい社会を構

築するための資質・能力を養うことが強調されてい

る。家庭科の学びは、生涯を通じて持続可能な生活

を営むために必要なスキルや知識を提供し、地域社

会での課題解決に貢献するものである。これらの目

標に基づき、家庭科教育を基盤とした探究活動は、

地域社会と密接に連携しながら、子ども達が地域の

課題を解決する力を育むための効果的な手段である

と捉えることができる。 

 

4. 探究活動の実践方法 

4.1 活動グループの構成 

本研究の活動組織は、多様なメンバーによって構

成されている。具体的には、大学生（美作大学）25

名、高校生 10 名、中学生 22 名、教育現場の教員で

ある小学校教員 2名、中学校教員 15名、高等学校教

員 1名、大学教員 2名が参加している。このように

多様なバックグラウンドを持つメンバーが参加する

ことで、活動は様々な視点から捉えられ、より効果

的に運営されることが期待される。（Table 1） 

 

Table 1 活動参加人数一覧表 
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活動グループは、地域の小学校、中学校、高等学

校、美作大学をフィールドとして活動を展開した。

各メンバーが活動の企画、準備、運営において役割 

を分担し、協力して活動に取り組んだ。大学生がリ

ーダーシップを発揮し、活動の進行をサポートする

一方で、教員は教育的観点から活動の質を保証する

役割を果たすよう努めた。 

4.2 活動の進行と評価 

活動の進行は、計画段階、実施段階、評価段階の 3

つのフェーズに分かれている。計画段階では、活動

の目的、目標、内容、方法を明確にし、参加者の役 

割を設定する。実施段階では、計画に基づいて活

動を実行し、子ども達の反応や学びのプロセスを観

察した。評価段階では、活動の成果を評価し、今後

の改善点を明らかにした。 

4.3 実践内容 

本研究で実施された探究活動は、家庭科教育の学

びを中心に、以下の内容で構成した。各活動は、子

ども達が体験することだけでなく、なぜその活動に

取り組むのか、何を学んだのか、学びの成果をどの

ように発信するのかを考えることで、思考力・判断

力・表現力を育むことを目指している。（Figure1）、 

（Figure2） 

Figure1 活動紹介パンフレットの一部 

(1) ドギーバッグづくり 

畳の縁とデニムを使用したドギーバッグ作りの活

動を通じて、子ども達にものづくりの楽しさとスキ

ルを教えた。持続可能な素材を使用することで、環

境意識を高める効果があり、子ども達がエコフレン

ドリーな選択を学ぶ機会となった。この活動では、

材料の選び方からデザインの考案、制作のプロセス

まで、子ども達が一連の工程を体験し、創造力を発

揮する場となった。 

(2) 食品ロス削減クイズ 

食品ロスの問題に対する理解を深めるため、クイ

ズ形式の活動を実施した。クイズを通じて、子ども

達が食品ロス削減の意識を高め、自らの生活にその

意識を取り入れるきっかけを提供した。この活動で

は、食品ロスの現状やその影響についての情報提供

が行われ、子ども達が自分自身の消費行動を見直す

機会となった。 

(3) エコタワシ作り 

エコタワシの作成を通じて、持続可能な生活を意

識した実践活動を行った。子ども達は、エコタワシ

作りを楽しみながら、環境に優しい選択をする重要

性を学んだ。この活動は、持続可能な資源の利用を

促進し、日常生活での環境配慮を具体的に学ぶ機会

となった。エコタワシの材料選びやデザインに工夫

を凝らすことで、創意工夫の力を養うことも目的と

している。 

(4) 食品選択と食生活改善宣言 

健康的な食生活を推進するため、食品の選び方を

学び、最終的に「食生活改善宣言」を行う活動を実

施した。この活動を通じて、子ども達は自らの食生

活を見直し、より健康的な選択をする力を身につけ

ることを目指している。具体的には、バランスの取

れた食事の重要性や、添加物の少ない食品の選び方

について学び、実際の生活に取り入れるための具体

的な行動計画を立てた。 

4.4 探究活動の成果 

探究活動の効果を把握するために、活動に参加し

た子ども達や保護者、中学生・高校生・大学生、教

員からのフィードバックを収集し、活動の質を評価

した。さらに、活動の成果を地域社会全体で共有す

るために、成果発表会や報告書の作成などの手法を

用いた。これにより、活動の成果を広く伝え、地域

社会全体での学びのネットワークを強化することを

目指した。 

 

5. 活動事例 

5.1 活動テーマの設定 

本研究では、「食品ロス削減」を中心テーマとして
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会の実現に向けた重要な課題であり、子ども達が日

常生活で直面する問題として取り上げることができ

る。食品ロス削減のテーマを通じて、子ども達が環

境問題や資源の有効利用について学び、持続可能な

生活を実現するための具体的な行動を考える機会を

提供した。 

Figure 2 活動内容一覧表 

5.2 実践事例の詳細 

(1) 実践 1：ドギーバッグ作りワークショップ 

ドギーバッグ作りのワークショップでは、畳の縁

とデニムを使用して、環境に優しいバッグを作る活

動を行った。参加者は、材料の選び方からデザイン

の考案、制作のプロセスまで、全ての工程を体験 

 
Figure 3 中学校での実践活動 

 
Figure4 岡山 SDGｓフェアでの実践活動 

し、創造力を発揮する場となった。活動を通じ

て、子ども達は、持続可能な素材の利用やものづく

りの楽しさを学び、エコフレンドリーな選択をする

意識を高めることができた。(Figure3)、( Figure4) 
(2) 実践 2: 食品ロス削減クイズと調査 

食品ロス削減に関するクイズ活動と調査を実施し

た。クイズ形式の学習は、参加者の興味関心を引き

付け、食品ロスに対する理解を深める効果が認めら

れた。また、調査を通じて、子ども達は家庭や学校

での食品ロスの実態を把握し、食品ロス削減に向け

た具体的な行動を考える機会を得た。（Figure 5） 

 
Figure 5 小学校での実践活動 

 

(3) 実践 3: エコタワシ作りワークショップ 

エコタワシ作りのワークショップでは、持続可能

な生活を意識した実践活動を行った。参加者は、エ

コタワシの材料選びやデザインに工夫を凝らし、創

意工夫の力を養うことができた。この活動を通じ

て、子ども達は環境に優しい選択をする重要性を学

び、日常生活での環境配慮を具体的に実践する力を

身につけた。（Figure6） 

 

Figure6 高梁川流域 SDGｓフェスタでの実践活動 

 

(4) 実践 4: 食品選択と食生活改善宣言ワークショッ

プ 
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健康的な食生活を推進するため、食品の選び方を

学び、最終的に「食生活改善宣言」を行う活動を実

施した。参加者は、バランスの取れた食事の重要性

や、添加物の少ない食品の選び方について学び、自

らの食生活を見直す機会を得た。また、活動を通じ

て得られた学びを家庭や学校で実践するための具体

的な行動計画を立てた。（Figure7） 

 
Figure7 小中高での実践活動 

 

5.3 学びの可視化と成果の共有 

実践事例を通じて、子ども達の学びがどのように

深まったかを可視化するために、活動の記録や成果

物の展示を行った。また、活動の成果を地域社会全

体で共有するために、成果発表会や報告書の作成を

行い、地域住民や教育関係者に向けて情報発信を行

った。これにより、活動の成果を広く伝え、地域社

会全体での学びのネットワークを強化することがで

きた。（Figure8） 

 
Figure8 各活動での学びを発信し合う成果物 

 

5.4 活動グループメンバーと  者の学び 

本研究では、地域における環境教育プログラムの

参加者の感想を分析し、その効果と課題について検

討した。 

 参加者の感想から、子ども達は地域活動への参加

を通して楽しい時間を過ごし、自作の作品を使うこ

とを楽しみにしていることが明らかになった。ま

た、クイズ活動を通して、なぜ作品を作るのかを考

えられたことが示された。保護者からは、考えなが

ら生活することの大切さを感じたこと、子どもの真

剣な学習態度を評価する意見が得られた。さらに、

これからの時代に必要な力を考えるきっかけにもな

ったという意見も得られた。 

 学校現場での活動に関しては、小学生からは「と

ても楽しかった」「あっという間に時間が過ぎた」と

いった肯定的な感想が得られた。中学生からは「わ

かることが増えてうれしかった」「自分の生活を見つ

めるのは役に立つ」と、学びの効果を実感する意見

が寄せられた。高校生からは「なぜを考えるのはい

いと思う」「もっと知りたい、もっと関わりたい」と

いった、さらなる学習意欲の高まりが示された。 

 教員からは、「とてもいい時間だった」「他校の教

員からも希望を聞いている」と、プログラムの有効

性を評価する意見が得られた。また、「活動中に子ど

もたちが変わっていった」「大学生や高校生とのつな

がりがいい経験になった」と、参加者の変容と世代

間の交流の意義が述べられている。 

 活動に参加した子ども達や教員、大学生からは、

活動を通じて多くの学びが得られたという肯定的な

意見が多数寄せられた。子ども達は、実践的な学び

を通じて、地域の課題に取り組む力を養い、自らの

生活を見直す機会を得た。教員からは、活動を通じ

て子ども達が主体的に学び、成長する姿が見られた

との報告があった。大学生は、活動の企画・運営に

携わることで、リーダーシップやチームワークの重

要性を学び、教育現場での実践的な経験を積むこと

ができた。 

 

6. 研究成果と課題 

6.1 成果 

本研究を通じて、家庭科教育を基盤とした探究活

動が、地域社会とのつながりを深め、子ども達の主

体的な学びを促進する効果的な方法である可能性を 

有することを示唆する取り組みとなったと捉えてい 

る。 

具体的な成果としては、以下の点が挙げられる。 

実践 学校  中高 の教  活動 活動    

      学び  な    化  
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(1)持続可能な学びのフィールドの確立: 

初回の活動を通じて、新たな活動が生まれ、持続

可能な学びのフィールドが確立された。特に、活動

の参加者が増加したことで、活動の広がりと深まり

が見られた。 

(2)学びのつながりの可視化: 

子ども達が学んだことを互いに共有し合うこと

で、学びのつながりが可視化され、地域全体での学

びのネットワークが強化された。これにより、地域

社会における学びの相互作用が生まれ、新たな活動

の発展が期待される。 

(3)SDGs の視点を取り入れた学習: 

活動を通じて、持続可能な社会の構築に向けた学

びが深まった。特に、SDGs をテーマにした活動が、

子ども達に未来志向の視点を持たせ、地域社会への

貢献意識を高めた。 

6.2 課題 

一方で、活動のさらなる発展のためには、以下の

課題が明らかになった。 

(1)組織力の強化 

活動の継続性を確保するためには、さらなる組織

力の強化が必要である。特に、活動の計画や運営に

おいて、リーダーシップを発揮できるメンバーの育

成が求められる。組織内部での役割分担を明確に

し、各メンバーが責任を持って活動に取り組む体制

を整えることが重要である。 

(2)遠隔での打ち合わせの限界 

遠隔での打ち合わせには限界があり、より効果的

なコミュニケーション方法の導入が求められる。こ

れにより、活動のスムーズな進行とメンバー間の連

携を強化することができる。特に、オンライン会議

の活用や、情報共有のためのデジタルプラットフォ

ームの整備が必要である。 

(3)学生の主体性の向上 

学生がより主体的に活動に取り組めるような仕組

みを構築することが必要である。特に、学生が自ら

の意見やアイデアを発揮できる場を増やし、活動へ

の積極的な関与を促すことが重要である。学生の意

見を尊重し、活動の企画段階から積極的に参加する

ことで、主体性を育むことが期待される。 

 

7. 結論と今後の展望 

家庭科教育を基盤とした地域の子ども達のための

探究活動が、地域社会とのつながりを深め、子ども

達の主体的な学びを促進する効果的な方法であり、

家庭科教育は、実生活に密接に関連するテーマを扱

い、実践的な学びを提供する教科であるため、地域

社会との連携を深めるための基盤となり得る存在で

あると捉えた時に、学校教育現場との連携を欠くこ

とはできない。地域と学校をつなぐ視点を持った活

動の必要であると考えている。 

  今後の展望としては、組織力のさらなる強化、学

生の主体性を引き出す活動の構築、遠隔コミュニケ

ーションの改善が重要な課題として挙げられる。ま

た、SDGs を視点に取り入れた学びの深化や、地域社

会全体での学びのネットワーク拡大が期待される。

これにより、より多くの子ども達が地域社会とのつ

ながりを感じ、主体的に行動する力を育むことがで

きる取り組みを継続していきたい。 
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